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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
情報を記憶する記憶手段と、情報を処理する処理手段と、利用者に情報を表示する出力手
段と、利用者からの命令を受け付ける入力手段とを備えたコンピュータシステムにおける
コンピュータプログラムであって、
　利用者が前記入力手段を使用してデータ入力を行う際に実行される入力支援コンピュー
タプログラムであり、
　前記記憶手段は、
　ポインタの座標位置によって実行される命令結果を利用者が理解できるように前記出力
手段に表示するための画像データである操作メニュー情報と、当該操作メニュー情報にポ
インタが指定された場合に実行される命令と、を関連付けた操作情報を１以上記憶し、
　当該操作情報は、前記記憶手段に記憶されているデータの状態を表す情報であるデータ
状態情報に関連付けて前記記憶手段に記憶されており、
　前記処理手段に、
　（１）前記入力手段を介して、前記入力手段における命令ボタンが利用者によって押さ
れたことによる開始動作命令を受信した後から、利用者によって当該押されていた命令ボ
タンが離されたことによる終了動作命令を受信するまでにおいて、以下の（２）及び（３
）を行うこと、
　（２）前記入力手段を介してポインタの位置を移動させる命令を受信すると、当該受信
した際の前記記憶手段に記憶されているデータの状態を特定し、当該特定したデータ状態
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を表すデータ状態情報に関連付いている前記操作情報を特定し、当該特定した操作情報に
おける操作メニュー情報を、前記記憶手段から読み出して前記出力手段に表示すること、
　（３）前記入力手段を介して、当該出力手段に表示した操作メニュー情報がポインタに
より指定されると、当該ポインタにより指定された操作メニュー情報に関連付いている命
令を、前記記憶手段から読み出して実行し、当該出力手段に表示した操作メニュー情報が
ポインタにより指定されなくなるまで当該実行を継続すること、
　当該命令の実行により変化した前記記憶手段に記憶されているデータの状態を特定し、
当該特定したデータ状態を表すデータ状態情報に関連付いている前記操作情報を特定し、
当該特定した操作情報における前記操作メニュー情報を、前記記憶手段から読み出して前
記出力手段に表示すること、
　を実行させることを特徴とする入力支援コンピュータプログラム。
【請求項２】
情報を記憶する記憶手段と、情報を処理する処理手段と、利用者に情報を表示する出力手
段と、利用者からの命令を受け付ける入力手段とを備えたコンピュータシステムにおける
コンピュータプログラムであって、
　利用者が前記入力手段を使用してデータ入力を行う際に実行される入力支援コンピュー
タプログラムであり、
　前記記憶手段は、
　ポインタの座標位置によって実行される命令結果を利用者が理解できるように前記出力
手段に表示するための画像データである操作メニュー情報と、当該操作メニュー情報にポ
インタが指定された場合に実行される命令と、を関連付けた操作情報を１以上記憶すると
共に、
　前記操作情報における命令が実行されるまでの実行猶予時間を表す実行猶予時間情報と
、当該実行猶予時間の残存時間を利用者が理解できるように前記出力手段に表示するため
の指標データである実行猶予時間の指標情報と、を記憶し、
　前記操作情報は、前記記憶手段に記憶されているデータの状態を表す情報であるデータ
状態情報に関連付けて前記記憶手段に記憶されており、
　前記処理手段に、
　（１）前記入力手段を介して、前記入力手段における命令ボタンが利用者によって押さ
れたことによる開始動作命令を受信した後から、利用者によって当該押されていた命令ボ
タンが離されたことによる終了動作命令を受信するまでにおいて、以下の（２）及び（３
）を行うこと、
　（２）前記入力手段を介してポインタの位置を移動させる命令を受信すると、当該受信
した際の前記記憶手段に記憶されているデータの状態を特定し、当該特定したデータ状態
を表すデータ状態情報に関連付いている前記操作情報を特定し、当該特定した操作情報に
おける操作メニュー情報を、前記記憶手段から読み出して前記出力手段に表示すること、
　（３）前記入力手段を介して、当該出力手段に表示した操作メニュー情報がポインタに
より指定されると、前記記憶手段から実行猶予時間の指標情報を読み出して前記出力手段
に表示し、当該操作メニュー情報がポインタにより指定されてから、当該出力手段に表示
した操作メニュー情報がポインタにより指定されなくなるまでに、前記記憶手段の実行猶
予時間情報が表す実行猶予時間が経過すると、当該ポインタにより指定された操作メニュ
ー情報に関連付いている命令を、前記記憶手段から読み出して実行し、当該出力手段に表
示した操作メニュー情報がポインタにより指定されなくなるまで当該実行を継続すること
、
　当該命令の実行により変化した前記記憶手段に記憶されているデータの状態を特定し、
当該特定したデータ状態を表すデータ状態情報に関連付いている前記操作情報を特定し、
当該特定した操作情報における前記操作メニュー情報を、前記記憶手段から読み出して前
記出力手段に表示すること、
　を実行させることを特徴とする入力支援コンピュータプログラム。
【請求項３】
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情報を記憶する記憶手段と、情報を処理する処理手段と、利用者に情報を表示する出力手
段と、利用者からの命令を受け付ける入力手段とを備えたコンピュータシステムにおける
コンピュータプログラムであって、
　利用者が前記入力手段を使用してデータ入力を行う際に実行される入力支援コンピュー
タプログラムであり、
　前記記憶手段は、
　ポインタの座標位置によって実行される命令結果を利用者が理解できるように前記出力
手段に表示するための画像データである操作メニュー情報と、当該操作メニュー情報にポ
インタが指定された場合に実行される命令と、を関連付けた操作情報を１以上記憶し、
　当該操作情報は、前記記憶手段に記憶されているデータの状態を表す情報であるデータ
状態情報に関連付けて前記記憶手段に記憶されており、
　前記処理手段に、
　（１）前記入力手段を介して、前記入力手段における命令ボタンが利用者によって押さ
れたことによる開始動作命令を受信した後から、利用者によって当該押されていた命令ボ
タンが離されたことによる終了動作命令を受信するまでにおいて、以下の（２）及び（３
）を行うこと、
　（２）前記入力手段を介してポインタの位置を移動させる命令を受信すると、当該受信
した際の前記記憶手段に記憶されているデータの状態を特定し、当該特定したデータ状態
を表すデータ状態情報に関連付いている前記操作情報を特定し、当該特定した操作情報に
おける操作メニュー情報を、前記記憶手段から読み出して前記出力手段に表示すること、
　（３）前記入力手段を介して、当該出力手段に表示した操作メニュー情報がポインタに
より指定されると、当該ポインタにより指定された操作メニュー情報に関連付いている命
令を、前記記憶手段から読み出して実行し、当該出力手段に表示した操作メニュー情報が
ポインタにより指定されなくなるまで当該実行を継続すること、
　当該命令の実行により変化した前記記憶手段に記憶されているデータの状態を特定し、
当該特定したデータ状態を表すデータ状態情報に関連付いている前記操作情報を特定し、
当該特定した操作情報における前記操作メニュー情報を、前記記憶手段から読み出して前
記出力手段に表示すること、
　（４）前記入力手段を介して、前記開始動作命令の受信に対応する、前記命令ボタンが
利用者によって離されたことによる終了動作命令を受信すると、前記出力手段へ表示して
いる前記メニュー情報の表示を終了すること、
　を実行させることを特徴とする入力支援コンピュータプログラム。
【請求項４】
情報を記憶する記憶手段と、情報を処理する処理手段と、利用者に情報を表示する出力手
段と、利用者からの命令を受け付ける入力手段とを備えたコンピュータシステムであって
、
　前記記憶手段が、請求項１乃至３のいずれか１記載の入力支援コンピュータプログラム
を記憶し、前記処理手段が前記各処理を行うことを特徴とする入力支援システム。
【請求項５】
前記命令ボタンを備えた入力手段は、１のポインティングデバイスであること、
　を特徴とする請求項４記載の入力支援システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マウスに代表されるポインティングデバイス等の入力装置を利用して、コン
ピュータシステムにおけるシステム利用者の入力行為を支援するためのコンピュータプロ
グラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ＧＵＩ（Graphical　User　Interface）環境のコンピュータシステムでは、システム利
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用者の入力行為を支援するために様々な工夫がなされている。例えば、プログラムの実行
中にコンピュータの入力装置であるマウスを右クリックすることにより操作コマンドのメ
ニューが画面上に表示される「コンテキストメニュー」や、マウス操作の一種である「ド
ラッグ＆ドロップ」等が存在する。
【０００３】
　「コンテキストメニュー」は、マウスを右クリックすることにより、マウスが指し示し
ている画面上のポインタ位置に応じた操作コマンドのメニューが表示されるものであり、
必要な場合に操作コマンドのメニューを画面上に表示させるという点でシステム利用者に
とって有益である。しかしながら、「コンテキストメニュー」は、マウスの右クリックで
簡単にコマンドのメニューが表示されるものの、マウスの左クリックを行う等するまでは
ずっとメニューが画面に表示され続ける。また、利用者が間違って右クリックを押してし
まった場合等は、利用者の意に反してメニューが画面上に表示されてしまうので不便であ
る。
【０００４】
　一方、「ドラッグ＆ドロップ」とは、画面上でマウスポインタがウィンドウの枠やファ
イルのアイコンなどに重なった状態でマウスの左ボタンを押し、そのままの状態でマウス
を移動させ、別の場所でマウスの左ボタンを離すマウス操作である。この「ドラッグ＆ド
ロップ」は、データ等の「切り取り」と「貼り付け」を同時に行う操作、例えば、ディス
ク内でのファイル移動や、アプリケーションソフト間でのデータのカット＆ペースト操作
などに用いられている。しかしながら、「ドラッグ＆ドロップ」は、ドラッグしたポイン
タ位置からドロップしたポインタ位置まで画面をスクロールさせるような一時的動作には
向いているが、継続的な動作、例えば、移動させる位置を決めないで徐々に画面をスクロ
ールさせていくような動作に適用させるのは難しい。
【０００５】
　また、以下の特許文献１には、コマンドメニュー表示方法に関する技術が開示されてい
る。しかしながら、当該技術も「ドラッグ＆ドロップ」の応用技術としてのコマンドメニ
ュー表示方法であり、継続的な動作の実行に適用させるのは難しい。
【特許文献１】特開２０００－３３９４８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の解決しようとする課題は、システム利用者の入力を支援するための、コンピュ
ータシステムにおける簡易かつ便利な入力の手段を提供することである。特に、利用者が
必要になった場合にすぐに操作コマンドのメニューを画面上に表示させ、必要である間に
ついてはコマンドのメニューを表示させ続けられる手段の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　１、
【０００８】
　（１）　そこで、上記課題を解決するため、本発明に係る入力支援コンピュータプログ
ラムは、情報を記憶する記憶手段と、情報を処理する処理手段と、利用者に情報を表示す
る出力手段と、利用者からの命令を受け付ける入力手段とを備えたコンピュータシステム
におけるコンピュータプログラムであって、利用者が前記入力手段を使用してデータ入力
を行う際に実行される入力支援コンピュータプログラムである。
【０００９】
　また、当該コンピュータシステムの前記記憶手段は、ポインタの座標位置によって実行
される命令結果を利用者が理解できるように前記出力手段に表示するための画像データで
ある操作メニュー情報と、当該操作メニュー情報にポインタが指定された場合に実行され
る命令と、を関連付けた操作情報を１以上記憶している。
【００１０】
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　そして、当該コンピュータシステムの前記処理手段に、（１）前記入力手段を介して、
前記入力手段における命令ボタンが利用者によって押されたことによる開始動作命令を受
信した後から、利用者によって当該押されていた命令ボタンが離されたことによる終了動
作命令を受信するまでにおいて、以下の（２）及び（３）を行うこと、（２）前記入力手
段を介してポインタの位置を移動させる命令を受信すると、前記操作メニュー情報を前記
記憶手段から読み出して前記出力手段に表示すること、（３）前記入力手段を介して、当
該出力手段に表示した操作メニュー情報がポインタにより指定されると、当該ポインタに
より指定された操作メニュー情報に関連付いている命令を、前記記憶手段から読み出して
実行すること、（４）前記入力手段を介して、前記開始動作命令の受信に対応する、前記
命令ボタンが利用者によって離されたことによる終了動作命令を受信すると、前記出力手
段へ表示している前記操作メニュー情報の表示を終了すること、を実行させることを特徴
とする入力支援コンピュータプログラムである。
【００１１】
　（２）　ここで、「記憶手段」とは、例えばＲＡＭ、ＲＯＭ、ＨＤＤ等のコンピュータ
システムにおける記憶装置が該当する。「処理手段」とは、例えばＣＰＵ等のコンピュー
タシステムにおける演算装置や、通信ネットワークで接続されたコンピュータシステムに
おける中央処理サーバコンピュータが該当する。「出力手段」とは、例えばディスプレイ
等のコンピュータシステムにおける情報を表示する出力装置や、通信ネットワークで接続
されたコンピュータシステムにおける情報端末としての携帯電話端末やパーソナルコンピ
ュータ等が該当する。「入力手段」とは、例えばキーボード、マウス、タッチパネル等の
コンピュータシステムにおける入力装置や、通信ネットワークで接続されたコンピュータ
システムにおける情報端末としての携帯電話端末やパーソナルコンピュータ等が該当する
。「コンピュータシステム」は、パーソナルコンピュータ等の１のハードウェア内にて完
結して構成される場合もあるし、複数のコンピュータにより構成される場合もある。複数
のコンピュータにより構成される場合の例として、通信ネットワークで接続されたコンピ
ュータシステムにおいて、「処理手段」は中央処理サーバコンピュータ、「記憶手段」は
中央処理サーバコンピュータが管理する記憶装置、「出力手段」及び「入力手段」は中央
処理サーバコンピュータと通信する情報端末（携帯電話、パーソナルコンピュータ）、等
の場合が該当する。
【００１２】
　「ポインタの座標位置」とは、前記出力手段における画面上での現在位置を示す絵記号
である「カーソル（マウスカーソル）」が指し示している画面上での座標位置である。「
ポインタの座標位置によって実行される命令結果を利用者が理解できるように前記出力手
段に表示する画像データ」とは、当該ビットマップ形式やベクター形式の画像データにポ
インタを合わせることで、どのような命令が実行されるのかをシステム利用者が理解でき
るように構成されている画像データであることを意味する。例えば、どのような命令が実
行されるのか、を表す文字を含んだ画像データであったり、「アイコン」のように実行さ
れる命令の内容や対象を小さな絵や記号で表現した画像データが考えられる。
【００１３】
　「操作メニュー情報にポインタが指定された場合」とは、前記出力手段における画面上
に表示された画像データである操作メニュー情報が占める座標位置の範囲に、前記ポイン
タの座標位置が合わさった（入った）こと、をいう。「操作メニュー情報にポインタが指
定された場合に実行される命令」とは、前記コンピュータシステムに対する実行命令であ
り、例として、「編集対象データにおける内部のデータ状態を変化させる命令」がある。
この「編集対象データにおける内部のデータ状態を変化させる命令」とは、前記記憶手段
に格納されている編集対象データの内容（データ状態）に変更を加える命令である。
【００１４】
　「編集対象データ」とは、前記コンピュータシステムにおいて実行されているアプリケ
ーションプログラムにおける、データ編集の対象となっているデータである。例えば、実
行されているアプリケーションプログラムがワープロソフトであれば、当該ワープロソフ
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トの文章データが「編集対象データ」となり、実行されているプログラムが表計算ソフト
であれば、当該表計算ソフトの表計算データが「編集対象データ」となる。例えば、ワー
プロソフトの文章データが「編集対象データ」であれば、全文章データのうち前記出力手
段に表示させる部分である「ビュー」を変更させる命令や、表計算ソフトの表計算データ
が「編集対象データ」であれば、表計算データのうち前記出力手段に表示させる部分であ
る「アクティブなワークシート」を変更させる命令等が、「編集対象データにおける内部
のデータ状態を変化させる命令」として考えられる。
【００１５】
　「操作メニュー情報にポインタが指定された場合に実行される命令」は、「編集対象デ
ータにおける内部のデータ状態を変化させる命令」に限られない。すなわち、前記記憶手
段に記憶されているＯＳが管理している各種情報（時間情報、記憶手段の空き容量に関す
る情報、ファイルの位置など）を変化させる命令である「前記記憶手段に記憶されている
データの状態を変化させる命令」も、「操作メニュー情報にポインタが指定された場合に
実行される命令」に含まれる。さらに、前記コンピュータシステムがネットワークを通じ
て接続している中央サーバコンピュータに接続要求をする命令や、前記コンピュータシス
テムがネットワークを通じて接続している他のコンピュータシステムにデータを送信する
命令の各種命令等も、「操作メニュー情報にポインタが指定された場合に実行される命令
」に含まれる。
【００１６】
　「操作情報」とは、「操作メニュー情報」と「操作メニュー情報にポインタが指定され
た場合に実行される命令」とを関連付けた情報である。この「操作情報」により、前記出
力手段に表示された「操作メニュー情報」にポインタが指定された場合に、どの「命令」
を実行すればよいかを特定することができる。また、「操作メニュー情報」には、出力手
段に表示する際に、画面上のどの座標位置・範囲に表示するかという表示位置・範囲に関
する情報も含まれる。この「表示位置・範囲に関する情報」としては、例えば、操作メニ
ュー情報が画面上に表示された際に占める絶対的な座標位置・範囲を示す情報や、編集対
象データが表示される画面上の座標位置・範囲における操作メニュー情報の占める相対的
な位置・範囲を示す情報などが該当する。
【００１７】
　「入力手段における命令ボタン」とは、原則として、入力手段が物理的に備えているボ
タンを意味し、例えば、キーボードにおける入力キーや、ポインティングデバイスである
マウスの左右のクリックボタンやスクロールホイールボタン、などが考えられる。「入力
手段における命令ボタンが利用者によって押されたことによる開始動作命令」とは、原則
として、入力手段が物理的に備えているボタンが利用者によって押されたことを伝えるた
めに、入力手段が処理手段に対して発する電気信号を意味する。「利用者によって当該押
されていた命令ボタンが離されたことによる終了動作命令」とは、原則として、当該入力
手段が物理的に備えているボタンが利用者によって離されたことを伝えるために、入力手
段が処理手段に対して発する電気信号を意味する。
【００１８】
　しかしながら、コンピュータシステムの入力手段の多様化により、タッチパネル等の物
理的にボタンを備えていない入力手段も存在しているため、「入力手段における命令ボタ
ン」には、入力手段が物理的に備えているボタンだけを表すものではない。すなわち、入
力手段がタッチパネル等の物理的にボタンを備えていない入力手段である場合は、「入力
手段における命令ボタンが利用者によって押されたことによる開始動作命令」とは、入力
手段において利用者が押す行為を行ったことを伝えるために、入力手段が処理手段に対し
て発する電気信号（mouse downなど）を意味する。また、入力手段がタッチパネル等の物
理的にボタンを備えていない入力手段である場合は、「利用者によって当該押されていた
命令ボタンが離されたことによる終了動作命令」とは、入力手段において利用者が押す行
為を止めて離したことを伝えるために、入力手段が処理手段に対して発する電気信号（mo
use upなど）を意味する。
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【００１９】
　「開始動作命令」が発せられて受信してから、「終了動作命令」が発せられて受信する
までは、入力手段において特定の命令ボタン等を利用者が押す行為を継続していることを
、処理手段は認識することができる。
【００２０】
　「入力手段を介してポインタの位置を移動させる命令を受信する」とは、入力手段とし
てのポインティングデバイスから、画面上におけるポインタの座標位置を移動させる命令
（電気信号）を処理手段が受信することである。先の「開始動作命令」が発せられて受信
してから、「終了動作命令」が発せられて受信するまでの間に、処理手段が「入力手段を
介してポインタの位置を移動させる命令を受信する」と、処理手段は記憶手段に記憶され
ている操作メニュー情報を読み出して、当該操作メニュー情報を出力手段に表示する。「
出力手段へ表示している前記操作メニュー情報の表示を終了する」とは、ステップ（２）
で出力手段に表示した操作メニュー情報を、処理手段が出力手段に表示しないようにする
ことをいう。
【００２１】
　以上の定義は、以下の発明にも適用される。
【００２２】
　（３）　本発明は、入力手段における命令ボタンが利用者によって押されてから、離さ
れるまでの間に、ポインタの位置を移動させる命令を受信すると、画像データである操作
メニュー情報を出力手段に表示し、ポインタの指定により命令が実行される。特に、入力
手段における命令ボタンが利用者によって押されてから、離されるまでの間は、画像デー
タである操作メニュー情報をポインタで指定することによって、当該命令を何回でも実行
する、という継続的な操作が可能になる。また、入力手段における命令ボタンが利用者に
よって離されると、出力手段に表示されていた操作メニュー情報の表示が終了する。
【００２３】
　これにより、例えば、当該ポインタの指定により実行される命令として、編集対象デー
タのうち出力手段に表示される画面（ビュー）をスクロールさせるような命令を採用する
と、スムーズな画面操作が可能である。また、利用者によって押されていた入力手段にお
ける命令ボタンが利用者によって離されると、出力手段に表示されていた操作メニュー情
報が表示されなくなるため、普段は画面上に操作メニュー情報を表示せずに、利用者にと
って必要な場合に簡便に表示させることが可能となる。
【００２４】
　２、
【００２５】
　（１）　また、他の発明に係る入力支援コンピュータプログラムは、情報を記憶する記
憶手段と、情報を処理する処理手段と、利用者に情報を表示する出力手段と、利用者から
の命令を受け付ける入力手段とを備えたコンピュータシステムにおけるコンピュータプロ
グラムであって、利用者が前記入力手段を使用してデータ入力を行う際に実行される入力
支援コンピュータプログラムである。
【００２６】
　当該コンピュータシステムの前記記憶手段は、ポインタの座標位置によって実行される
命令結果を利用者が理解できるように前記出力手段に表示するための画像データである操
作メニュー情報と、当該操作メニュー情報にポインタが指定された場合に実行される命令
と、を関連付けた操作情報を１以上記憶すると共に、前記操作情報における命令が実行さ
れるまでの実行猶予時間を表す実行猶予時間情報と、当該実行猶予時間の残存時間を利用
者が理解できるように前記出力手段に表示するための指標データである実行猶予時間の指
標情報と、を記憶している。
【００２７】
　そして、当該コンピュータシステムの前記処理手段に、（１）前記入力手段を介して、
前記入力手段における命令ボタンが利用者によって押されたことによる開始動作命令を受
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信した後から、利用者によって当該押されていた命令ボタンが離されたことによる終了動
作命令を受信するまでにおいて、以下の（２）及び（３）を行うこと、（２）前記入力手
段を介してポインタの位置を移動させる命令を受信すると、前記操作メニュー情報を前記
記憶手段から読み出して前記出力手段に表示すること、（３）当該出力手段に表示した操
作メニュー情報が前記入力手段を介してポインタにより指定されると、前記記憶手段から
実行猶予時間の指標情報を読み出して前記出力手段に表示し、当該操作メニュー情報がポ
インタにより指定された状態で、前記記憶手段の実行猶予時間情報が表す実行猶予時間が
経過すると、当該ポインタにより指定された操作メニュー情報に関連付いている命令を、
前記記憶手段から読み出して実行すること、（４）前記入力手段を介して、前記開始動作
命令の受信に対応する、前記命令ボタンが利用者によって離されたことによる終了動作命
令を受信すると、前記出力手段へ表示している前記操作メニュー情報の表示を終了するこ
と、を実行させることを特徴とする入力支援コンピュータプログラムである。
【００２８】
　（２）　ここで、「前記操作情報における命令が実行されるまでの実行猶予時間」とは
、画面上に表示された前記操作メニュー情報にポインタが指定された状態になってから、
当該ポインタにより指定された操作メニュー情報に関連付いている命令が実行されるまで
の、所定の猶予時間をいう。「実行猶予時間の残存時間を利用者が理解できるように前記
出力手段に表示するための指標データ」とは、例えば、時計のアナログ方式やデジタル方
式の表示方法により実行猶予時間のカウントダウンを表示するために必要な情報や、ソフ
トウェアをインストールする際に画面に表示されるような全実行猶予時間を１００％とし
て現在までの経過時間を％表示するようなメーター情報を表示するために必要な情報など
の、前記出力手段に表示することにより利用者が実行猶予時間の残存時間を容易に理解で
きるように構成された情報をいう。「実行猶予時間の残存時間を利用者が理解できるよう
に前記出力手段に表示するための指標データ」として、他にも、「アイコン」を表示して
当該アイコンの色や図柄を徐々に変化させ、実行されるまでの時間を利用者に視覚的に認
識させるために必要な情報や、前記出力手段に表示した操作メニュー情報の色や図柄を徐
々に変化させ、実行されるまでの時間を利用者に視覚的に認識させるために必要な情報な
ども該当する。
【００２９】
　「実行猶予時間の指標情報」の例として、「実行猶予時間の残存情報」と「画面上に表
示する画像の情報」とを関連付けて構成することが考えられる。このようなデータ構成に
より、「実行猶予時間の残存情報」ごとに、どの「画面上に表示する画像の情報」を表示
すればよいかが特定できる。「画面上に表示する画像の情報」として、上記時計のアナロ
グ方式やデジタル方式の表示方法により実行猶予時間のカウントダウンを表示するための
画像情報や、実行猶予時間を１００％として現在までの経過時間を％表示するようなメー
ター情報を表示するための画像情報などを採用すればよい。
【００３０】
　この「画面上に表示する画像の情報」には、出力手段に表示する際に、画面上のどの座
標位置・範囲に表示するかという表示位置・範囲に関する情報も含まれる。この「表示位
置・範囲に関する情報」としては、例えば、指標データが画面上に表示された際に占める
絶対的な座標位置・範囲を示す情報や、編集対象データが表示される画面上の座標位置・
範囲における指標データの占める相対的な位置・範囲を示す情報などが該当する。
【００３１】
　また、「前記記憶手段から実行猶予時間の指標情報を読み出して前記出力手段に表示し
」とは、例えば、上記記憶手段から読み出した実行猶予時間の指標情報に基づいて、上記
時計のアナログ方式やデジタル方式の表示方法により実行猶予時間のカウントダウンを表
示したり、ソフトウェアをインストールする際に画面に表示されるような現在までの経過
時間の％のメーター情報を表示したり、経過時間によって色や図柄が変化する「アイコン
」を表示したり、前記出力手段に表示した操作メニュー情報の色や図柄を変化させたりす
ること等が該当する。経過時間によって色や図柄が変化する「アイコン」を表示する例と
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して、時間の経過と共に変化する画像（アイコン）を採用し、猶予時間終了に近くなるほ
ど命令実行をイメージさせる画像（アイコン）となるように表示すること、がある。「操
作メニュー情報がポインタにより指定された状態で、前記記憶手段の実行猶予時間情報が
表す実行猶予時間が経過する」とは、前記出力手段における画面上に表示された画像デー
タである操作メニュー情報が占める座標位置の範囲に、前記ポインタの座標位置が合わさ
った（入った）状態で、処理手段が行うコンピュータシステム内部のシステム時間情報の
カウントにより、記憶手段に記憶されている実行猶予時間情報が表す実行猶予時間が経過
したことをいう。
【００３２】
　以上の定義は、以下の発明にも適用される。
【００３３】
　（３）　本発明は、入力手段における命令ボタンが利用者によって押されてから、離さ
れるまでの間に、ポインタの位置を移動させる命令を受信すると、画像データである操作
メニュー情報を出力手段に表示し、予め定められた実行猶予時間、当該操作メニュー情報
にポインタが指定されることにより命令が実行される。特に、「実行猶予時間の残存時間
を利用者が理解できるように前記出力手段に表示するための指標データ」である指標デー
タを出力手段に表示するため、利用者が操作メニュー情報にポインタが指定されてから命
令が実行されるまでの残存時間を把握することができる。
【００３４】
　これにより、操作メニュー情報にポインタが指定されただけで命令が実行されてしまう
というような、利用者の誤操作による命令実行を防ぐことができ、操作の安全性が向上す
る。
【００３５】
　３、
【００３６】
　（１）　また、他の発明に係る入力支援コンピュータプログラムは、情報を記憶する記
憶手段と、情報を処理する処理手段と、利用者に情報を表示する出力手段と、利用者から
の命令を受け付ける入力手段とを備えたコンピュータシステムにおけるコンピュータプロ
グラムであって、利用者が前記入力手段を使用してデータ入力を行う際に実行される入力
支援コンピュータプログラムである。
【００３７】
　当該コンピュータシステムの前記記憶手段は、ポインタの座標位置によって実行される
命令結果を利用者が理解できるように前記出力手段に表示するための画像データである操
作メニュー情報と、当該操作メニュー情報にポインタが指定された場合に実行される命令
と、を関連付けた操作情報を１以上記憶し、当該操作情報は、前記記憶手段に記憶されて
いるデータの状態を表す情報であるデータ状態情報に関連付けて前記記憶手段に記憶され
ている。
【００３８】
　そして、当該コンピュータシステムの前記処理手段に、（１）前記入力手段を介して、
前記入力手段における命令ボタンが利用者によって押されたことによる開始動作命令を受
信した後から、利用者によって当該押されていた命令ボタンが離されたことによる終了動
作命令を受信するまでにおいて、以下の（２）及び（３）を行うこと、（２）前記入力手
段を介してポインタの位置を移動させる命令を受信すると、当該受信した際の前記記憶手
段に記憶されているデータの状態を特定し、当該特定したデータ状態を表すデータ状態情
報に関連付いている前記操作情報を特定し、当該特定した操作情報における操作メニュー
情報を、前記記憶手段から読み出して前記出力手段に表示すること、（３）前記入力手段
を介して、当該出力手段に表示した操作メニュー情報がポインタにより指定されると、当
該ポインタにより指定された操作メニュー情報に関連付いている命令を、前記記憶手段か
ら読み出して実行し、当該命令の実行により変化した前記記憶手段に記憶されているデー
タの状態を特定し、当該特定したデータ状態を表すデータ状態情報に関連付いている前記
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操作情報を特定し、当該特定した操作情報における前記操作メニュー情報を、前記記憶手
段から読み出して前記出力手段に表示すること、（４）前記入力手段を介して、前記開始
動作命令の受信に対応する、前記命令ボタンが利用者によって離されたことによる終了動
作命令を受信すると、前記出力手段へ表示している前記メニュー情報の表示を終了するこ
と、を実行させることを特徴とする入力支援コンピュータプログラムである。
【００３９】
　（２）　ここで、「前記記憶手段に記憶されているデータの状態を表す情報」の例とし
て、前記記憶手段に格納されている編集対象データの内容（データ状態）、例えば、文章
・表計算のデータのうち実際に出力手段に表示する「ビュー」の範囲の状態、データを印
刷する際の印刷対象となる範囲の状態、文章のデータの書式やフォントの設定値の状態、
現在処理の対象となっている（アクティブとなっている）データがあるか否かの状態、等
を表す情報が該当する。他にも、「前記記憶手段に記憶されているデータの状態を表す情
報」の例として、記憶手段の総記憶容量において実際に使用できる残記憶容量を表す情報
や、記憶手段の総記憶容量分における実際に使用されている記憶容量の割合を表す情報、
等が該当する。例えば、記憶手段の総記憶容量において実際に使用できる残記憶容量が一
定容量以下である場合は、特定の操作メニュー情報（例えば、データ保存命令を意味する
操作メニュー）を画面上に表示しない、というような使い方ができる。
【００４０】
　以上の定義は、以下の発明にも適用される。
【００４１】
　（３）　本発明は、入力手段における命令ボタンが利用者によって押されてから、離さ
れるまでの間に、ポインタの位置を移動させる命令を受信すると、画像データである操作
メニュー情報を出力手段に表示し、ポインタの指定により命令が実行される。特に、記憶
手段に記憶されているデータの状態に応じた操作メニュー情報が出力手段に表示されるた
め、当該データ状態に適合した操作メニュー情報が表示されることになる。
【００４２】
　これにより、例えば、操作メニュー情報に関連付いた命令が実行されることにより、文
章・表計算のデータのうち実際に出力手段に表示する「ビュー」の状態が変化すれば、当
該ビューの状態に応じた操作メニュー情報が表示されることになる。具体的には、文章・
表計算のデータのうち「ビュー」の状態が最上部に移っている場合は、上方向へのビュー
移動を命令する操作メニュー情報を表示せずに、下方向へのビュー移動を命令する操作メ
ニュー情報のみを表示する、等の利用者の使い勝手を考えた柔軟な操作メニュー情報の表
示が可能となる。
【００４３】
　また、記憶手段に記憶されているデータの状態として、記憶手段の総記憶容量において
実際に使用できる残記憶容量が一定容量以下である場合は、特定の操作メニュー情報（例
えば、データ保存命令を意味する操作メニュー）を画面上に表示しない、等の操作メニュ
ー情報の表示も可能となる。
【００４４】
　４、
【００４５】
　（１）　また、他の発明に係る入力支援システムは、情報を記憶する記憶手段と、情報
を処理する処理手段と、利用者に情報を表示する出力手段と、利用者からの命令を受け付
ける入力手段とを備えたコンピュータシステムである。
【００４６】
　そして、当該記憶手段が、前記の１、乃至３、のいずれか１記載の入力支援コンピュー
タプログラムを記憶し、前記処理手段が前記各処理を行うことを特徴とする入力支援シス
テムである。
【００４７】
　５、
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【００４８】
　（１）　また、他の発明に係る入力支援システムは、前記命令ボタンを備えた入力手段
が、１のポインティングデバイスであること、を特徴とする。
【００４９】
　（２）　ここで、「ポインティングデバイス」とは、マウス、ペンデバイス、タブレッ
ト、ジョイスティック、タッチパネル等の各種ポインティングデバイスが該当する。
【００５０】
　（３）　前記入力手段が１のポインティングデバイスであることにより、上記各処理、
例えば、入力手段における命令ボタンを押すことによる開始動作命令、当該押していた命
令ボタンを離すことによる終了動作命令、入力手段を介して行うポインタの位置を移動さ
せる命令、などを当該１のポインティングデバイスにより実行できる。すなわち、利用者
は、入力手段としての当該１のポインティングデバイスのみによって、上記各処理の命令
を行うことができる。これは、マウスやペンデバイス等の片手で操作できるポインティン
グデバイスを採用した際に、優れた操作性を実現することができる。
【発明の効果】
【００５１】
　以上のように、本発明を利用すると、入力手段における命令ボタンが利用者によって押
されてから、離されるまでの間に、ポインタの位置を移動させる命令を受信すると、画像
データである操作メニュー情報を出力手段に表示し、ポインタの指定により命令が実行さ
れる。特に、入力手段における命令ボタンが利用者によって押されてから、離されるまで
の間は、画像データである操作メニュー情報をポインタで指定することによって、当該命
令を何回でも実行する、という継続的な操作が可能になる。また、入力手段における命令
ボタンが利用者によって離されると、出力手段に表示されていた操作メニュー情報の表示
が終了する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５２】
　以下、本発明の実施形態を、図面を参照しつつ説明する。
【００５３】
　１、　本発明の実施の構成について
【００５４】
　（１）　図１は、本発明に係る入力支援コンピュータシステムの全体構成図である。同
図に示すように、本発明に係る入力支援コンピュータシステムは、出力手段１０と、処理
手段２０と、入力手段３０と、記憶手段４０・５０と、から構成されている。そして、こ
れら各手段（１０～５０）は、バス６０を介して電気的に接続し、相互に情報の伝達（信
号の通信）を行うことができる。
【００５５】
　図１の入力支援コンピュータシステムにおける構成要素を更に詳述する。出力手段１０
は、情報を入力支援コンピュータシステムの利用者に表示するための出力装置であり、例
えば液晶やＣＲＴ方式等のディスプレイ装置が該当する。また、処理手段２０は、上記他
の手段（装置）に働きかける計算装置であり、例えばＣＰＵが該当する。入力手段３０は
、入力支援コンピュータシステムの利用者からの命令を受け付ける入力装置であり、例え
ばマウスやキーボードが該当する。記憶手段４０は、大量の情報を記憶させておく補助記
憶装置であり、例えばハードディスク（ＨＤＤ）が該当する。記憶手段５０は、処理手段
２０による実行の対象となる情報を記憶させておく主記憶装置であり、例えばメインメモ
リが該当する。バス６０は、入力支援コンピュータシステムの内部で各手段が情報を通信
するための伝送路である。
【００５６】
　本発明に係る入力支援コンピュータシステムは、図１に示すパーソナルコンピュータの
ようなローカルのコンピュータシステムであっても実施が可能であり、当該前提により以
下説明を行う。しかし、本発明に係る入力支援コンピュータシステムは、複数のコンピュ
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ータシステムから構成される場合もある。例えば、クライアント側のコンピュータシステ
ムが出力手段１０及び入力手段３０となり、サーバ側のコンピュータシステムが処理手段
２０及び記憶手段４０・５０となり、インターネットなどの広域通信回線がバス６０とな
ることによって、複数のコンピュータシステムから構成される場合も考えられる。
【００５７】
　（２）　次に、図１における記憶手段４０としてのＨＤＤに記憶されている各種情報に
ついて説明する。記憶手段４０としてのＨＤＤには、データ状態情報４１と、操作情報４
２と、実行猶予時間情報４３と、実行猶予時間の指標情報４４と、入力支援コンピュータ
プログラム４５と、ＯＳその他プログラム４６とを、データベースやファイルの形式によ
り記憶している。
【００５８】
　そして、処理手段２０としてのＣＰＵが、記憶手段４０としてのＨＤＤに記憶されてい
る各情報（４１～４６）を、記憶手段５０としてのメモリに読み込むことにより、プログ
ラムやデータの解釈・実行を行なう。また、処理手段２０としてのＣＰＵが、記憶手段４
０としてのＨＤＤに記憶されているＯＳその他プログラム４６と、入力支援コンピュータ
プログラム４５を、記憶手段５０としてのメモリに読み込んで解釈し、実行する事により
、本発明に係る入力支援処理等が行なわれるのである。
【００５９】
　このように、本実施形態では、初期状態として記憶手段４０としてのＨＤＤに各情報（
４１～４６）が記憶されているとして説明するが、初期状態において記憶手段５０として
のメモリに各情報（４１～４６）が全て記憶されていても当然実施は可能である。
【００６０】
　（３）　続いて、記憶手段４０としてのＨＤＤに記憶されている各情報（４１～４６）
のデータ構造について、図２及び３を使用して説明する。
【００６１】
　図２に図示するように、記憶手段４０としてのＨＤＤに記憶されている「データ状態情
報４１」と「操作情報４２」は、情報の関連付けがなされて記憶されている。
【００６２】
　「データ状態情報４１」とは、記憶手段４０・５０に記憶されているデータの状態を表
す情報であり、例えば、記憶手段４０・５０に格納されている編集対象データの内容を表
す情報や、記憶手段４０・５０の総記憶容量分における実際に使用されている記憶容量の
割合を表す情報、等が該当する。図２では、「データ状態情報４１」、として記憶手段４
０・５０に格納されている編集対象データの内容を表す情報である「ビューの状態」が格
納されている。「最上部のビューが表示」の場合は、編集対象データにおいて縦方向のビ
ューが最上部にあることを、「最下部のビューが表示」の場合は、編集対象データにおい
て縦方向のビューが最下部にあることを、「最上部・最下部のビューが共に表示」の場合
は、編集対象データにおいて縦方向のビューが最上部から最下部までを表示できているこ
とを、夫々表している。また、「上記以外のビュー状態」の場合は、「最上部のビューが
表示」、「最下部のビューが表示」、「最上部・最下部のビューが共に表示」以外のビュ
ー状態であること、例えば最上部及び最下部のビューが表示されていない中間的なビュー
状態を表している。
【００６３】
　また、「操作情報４２」は、「操作メニュー情報」と「操作メニュー情報にポインタが
指定された場合に実行される命令」とを関連付けた情報である。この「操作情報４２」に
より、出力手段１０に表示された「操作メニュー情報」にポインタが指定された場合に、
どの「命令」を実行すればよいかを特定することができる。
【００６４】
　「操作メニュー情報」とは、ポインタの座標位置によって実行される命令結果を利用者
が理解できるように出力手段１０に表示するための画像データである。そして、当該「操
作メニュー情報」には、出力手段１０に表示する際に、画面上のどの座標位置・範囲に表
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示するかという表示位置・範囲に関する情報も含まれる。この「表示位置・範囲に関する
情報」としては、例えば、操作メニュー情報が画面上に表示された際に占める絶対的な座
標位置・範囲を示す情報や、編集対象データが表示される画面上の座標位置・範囲におけ
る操作メニュー情報の占める相対的な位置・範囲を示す情報などが該当する。
【００６５】
　また、「操作メニュー情報にポインタが指定された場合に実行される命令」とは、入力
支援コンピュータシステムに対する実行命令であり、例として、「編集対象データにおけ
る内部のデータ状態を変化させる命令」がある。この「編集対象データにおける内部のデ
ータ状態を変化させる命令」とは、記憶手段４０・５０に格納されている編集対象データ
の内容（データ状態）に変更を加える命令であり、例えば、ビューの状態を変化させる命
令が該当する。
【００６６】
　（４）　記憶手段４０としてのＨＤＤに記憶されている「実行猶予時間情報４３」は、
操作メニュー情報にポインタが指定された場合に、操作情報４２における命令が実行され
るまでの実行猶予時間を表す情報である。実行猶予時間の採用例として、「１秒」、「３
秒」、「５秒」等の時間情報が考えられる。
【００６７】
　（５）　図３に図示するように、記憶手段４０としてのＨＤＤに記憶されている「実行
猶予時間の指標情報４４」は、「実行猶予時間の残存時間」と「表示する画像」とを関連
付けた情報である。この情報の関連付けにより、例えば、「実行猶予時間の残存時間」が
「５秒」になった際には「画像Ａ」を、「実行猶予時間の残存時間」が「３秒」になった
際には「画像Ｂ」を、「実行猶予時間の残存時間」が「１秒」になった際には「画像Ｃ」
を、出力手段１０としてのディスプレイに夫々表示すればよいことが分かる。そして、「
画像Ａ」、「画像Ｂ」、「画像Ｃ」の順に画像を変化させ、残存時間が短くなっているこ
とを理解できる画像データを採用することによって、徐々に実行猶予時間の残存時間が短
くなることを利用者が認識できるのである。
【００６８】
　図３に図示するような「実行猶予時間の指標情報４４」を採用することにより、時計の
アナログ方式やデジタル方式の表示方法により実行猶予時間のカウントダウンを表示する
ことや、ソフトウェアをインストールする際に画面に表示されるような実行猶予時間を１
００％として現在までの経過時間を％表示するようなメーター情報を表示すること、特定
の「アイコン」を表示して当該アイコンの色や図柄を変化させ、実行されるまでの時間を
利用者に視覚的に認識させること、出力手段に表示した操作メニュー情報の色や図柄を変
化させ、実行されるまでの時間を利用者に視覚的に認識させること、等が可能となる。
【００６９】
　２、　本発明の実施のフローについて
【００７０】
　図４は、本発明に係る入力支援コンピュータシステムの実施フロー図である。同図に基
づいて、本発明の実施のフローを説明する。
【００７１】
　（１）　まず、処理手段２０としてのＣＰＵが、入力手段３０としてのマウス・キーボ
ードから、入力手段３０としてのマウス・キーボードにおける命令ボタンが利用者によっ
て押されたことによる開始動作命令を受信する（Ｓ１）。
【００７２】
　「入力手段３０としてのマウス・キーボードにおける命令ボタンが利用者によって押さ
れたことによる開始動作命令」とは、入力手段３０としてのマウス・キーボードにおける
命令ボタンが利用者によって押されたことを伝えるために、入力手段３０としてのマウス
・キーボードが処理手段２０としてのＣＰＵに対して発する電気信号である。
【００７３】
　（２）　次に、処理手段２０としてのＣＰＵが、利用者によって当該押されていた命令
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ボタンが離されたことによる終了動作命令を受信するまでに、入力手段３０としてのマウ
ス・キーボードから、出力手段１０としてのディスプレイに表示しているポインタの位置
を移動させる命令を受信したか否かを判断する（Ｓ２）。処理手段２０としてのＣＰＵが
、ポインタの位置を移動させる命令を受信する前に終了動作命令を入力手段３０としての
マウス・キーボードから受信した場合は、本発明に係る処理は終了する。
【００７４】
　「利用者によって当該押されていた命令ボタンが離されたことによる終了動作命令」と
は、当該入力手段３０としてのマウス・キーボードにおける命令ボタンが利用者によって
離されたことを伝えるために、入力手段３０としてのマウス・キーボードが処理手段２０
としてのＣＰＵに対して発する電気信号である。先の「開始動作命令」が発せられて処理
手段２０としてのＣＰＵが受信してから、「終了動作命令」が発せられて処理手段２０と
してのＣＰＵが受信するまでは、入力手段３０としてのマウス・キーボードにおける命令
ボタンが利用者により押されていることを、処理手段２０としてのＣＰＵは認識すること
ができる。すなわち、処理手段２０としてのＣＰＵは、「利用者によって当該押されてい
た命令ボタンが離されたことによる終了動作命令」を、入力手段３０としてのマウス・キ
ーボードから受信するまで、利用者が本発明に係る処理の続行を希望していることを認識
する。
【００７５】
　（３）　Ｓ２において、終了動作命令を受信する前にポインタの位置を移動させる命令
を入力手段３０としてのマウス・キーボードから受信した場合は、処理手段２０としての
ＣＰＵが、当該受信した際の記憶手段４０としてのＨＤＤに記憶されているデータの状態
を特定する。さらに、処理手段２０としてのＣＰＵは、当該特定したデータ状態を表すデ
ータ状態情報４１に関連付いている操作情報４２を特定し、当該特定した操作情報４２に
おける操作メニュー情報を、記憶手段４０としてのＨＤＤから読み出して出力手段１０と
してのディスプレイに表示する（Ｓ３）。
【００７６】
　ここで、「記憶手段４０としてのＨＤＤに記憶されているデータの状態」の例として、
記憶手段４０としてのＨＤＤに格納されている編集対象データの内容（データ状態）、例
えば、編集対象となっている文章・表計算のデータのうち実際に出力手段１０としてのデ
ィスプレイに表示する「ビュー」の範囲の状態、データを印刷する際の印刷対象となる範
囲の状態、文章のデータの書式やフォントの設定値の状態、現在処理の対象となっている
（アクティブとなっている）データがあるか否かの状態、等を表す情報が該当する。他に
も、「記憶手段４０としてのＨＤＤに記憶されているデータの状態」の例として、記憶手
段４０の総記憶容量分における実際に使用されている記憶容量の割合を表す情報、等が該
当する。例えば、記憶手段４０の総記憶容量分における実際に使用されている記憶容量の
割合が一定割合以上である場合は、処理の結果、記憶容量不足になる可能性もあるため、
特定の操作メニュー情報を表示しない、というような使い方もできる。
【００７７】
　具体的に図を用いてＳ１～Ｓ３を説明する。図５は、処理手段２０としてのＣＰＵが編
集対象データの内容（データ状態）を出力手段１０としてのディスプレイに表示している
表示例である。同図に示す例では、編集対象データとしてテキストエディタソフトウェア
の文章データを採用している。
【００７８】
　図５の画面の状態で、システム利用者が入力手段３０としてのマウス・キーボードにお
ける命令ボタンを押す。例えば、利用者がマウスにおける左ボタンや右ボタンを押すこと
や、利用者がキーボードにおける特定のキーを押す行為、等が該当する。これにより、処
理手段２０としてのＣＰＵが、入力手段３０としてのマウス・キーボードにおける命令ボ
タンが利用者によって押されたことによる開始動作命令を、入力手段３０としてのマウス
・キーボードから受信する（Ｓ１）。
【００７９】
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　次に、システム利用者が、先に押した入力手段３０としてのマウス・キーボードにおけ
る命令ボタンを押し続けたままで、入力手段３０としてのマウス・キーボードを使って出
力手段１０としてのディスプレイの画面上に表示されているポインタ１の移動命令を行う
。例えば、マウスにおける左ボタンや右ボタンを押したままマウスを移動させること（ド
ラッグ操作）や、キーボードにおける特定のキーを押しつつマウスを移動させる行為、等
が該当する。処理手段２０としてのＣＰＵは、利用者によって当該押されていた命令ボタ
ンが離されたことによる終了動作命令を受信するまでに、入力手段３０としてのマウス・
キーボードから、出力手段１０としてのディスプレイに表示しているポインタ１の位置を
移動させる命令を受信したか否かを判断する（Ｓ２）。
【００８０】
　そして、Ｓ２において、終了動作命令を受信する前にポインタ１の位置を移動させる命
令を入力手段３０としてのマウス・キーボードから受信した場合は、処理手段２０として
のＣＰＵが、当該受信した際の記憶手段４０としてのＨＤＤに記憶されているデータの状
態を特定する。さらに、処理手段２０としてのＣＰＵは、当該特定したデータ状態を表す
データ状態情報４１に関連付いている操作情報４２を特定し、当該特定した操作情報４２
における操作メニュー情報を、記憶手段４０としてのＨＤＤから読み出して出力手段１０
としてのディスプレイに表示する（Ｓ３）。図２におけるデータ状態情報４１及び操作情
報４２を使用して説明すると、例えば、特定したデータ状態が「最上部のビューが表示」
されている状態であれば、操作情報４２における「メニューＡ」や「メニューＢ」の「操
作メニュー情報」が、特定したデータ状態が「最下部のビューが表示」されている状態で
あれば、操作情報４２における「メニューＣ」や「メニューＤ」の「操作メニュー情報」
が、出力手段１０としてのディスプレイに表示される。
【００８１】
　先の図５の画面の状態から、Ｓ３により操作メニュー情報が、出力手段１０としてのデ
ィスプレイに表示された画面例が図６である。同図に示すのは、先に特定されたデータ状
態が「最上部のビューが表示」されている状態であり、操作情報４２における「メニュー
Ａ」や「メニューＢ」のような、様々な操作メニュー情報（１０１～１０５）が編集対象
データ上に表示されている。例えば、操作メニュー情報１０１は右方向にビューを変化さ
せることを表す操作メニューであり、操作メニュー情報１０４は下方向にビューを変化さ
せることを表す操作メニューであり、操作メニュー情報１０５は操作メニュー情報１０４
よりも早いスピードで下方向にビューを変化させることを表す操作メニューである。さら
に、操作メニュー情報１０２はドラッグ開始位置までビューを変化させることを表す操作
メニューであり、「ドラッグ開始位置」とは、システム利用者が入力手段３０としてのマ
ウス・キーボードにおける命令ボタンを押した際（開始動作命令を行った際）のポインタ
１の座標位置を意味する。また、操作メニュー情報１０３はビューの最下部までビューを
変化させることを表す操作メニューである。
【００８２】
　図６の画面状態において、入力手段３０としてのマウス・キーボードを使ってポインタ
１を各操作メニュー情報（１０１～１０５）に指定し、所定の時間が経過すると、操作情
報４２において当該指定した操作メニュー情報に関連付いている命令が、処理手段２０と
してのＣＰＵにより実行されることになる。
【００８３】
　また、Ｓ３により、操作メニュー情報が出力手段１０としてのディスプレイに表示され
た他の画面例が図７である。同図に示すのは、先に特定されたデータ状態が「上記以外の
ビュー状態」であり、様々な操作メニュー情報（１０２～１０５、１１１～１１６）が編
集対象データ上に表示されている。例えば、操作メニュー情報１１１は上方向に早いスピ
ードでビューを変化させることを表す操作メニューであり、操作メニュー情報１１２は上
方向にビューを変化させることを表す操作メニューであり、操作メニュー情報１１３はビ
ューの最上部までビューを変化させることを表す操作メニューである。操作メニュー情報
１１４は現在処理の対象（アクティブ）となっている文章の選択範囲の先頭までビューを
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変化させることを表す操作メニューであり、図７では「テスト品質」の文字の最初の位置
が選択先頭の位置となる。操作メニュー情報１１５は現在処理の対象（アクティブ）とな
っている文章の選択範囲の末尾までビューを変化させることを表す操作メニューであり、
図７では「テスト品質」の文字の最後の位置が選択末尾の位置となる。操作メニュー情報
１１６は右方向にビューを変化させることを表す操作メニューである。
【００８４】
　図７の画面状態において、入力手段３０としてのマウス・キーボードを使ってポインタ
１を各操作メニュー情報（１０２～１０５、１１１～１１６）に指定し、所定の時間が経
過すると、操作情報４２において当該指定したメニュー情報に関連付いている命令が、処
理手段２０としてのＣＰＵにより実行されることになる。
【００８５】
　また、Ｓ３により、操作メニュー情報が出力手段１０としてのディスプレイに表示され
た他の画面例が図８である。同図に示すのは、先に特定されたデータ状態が「上記以外の
ビュー状態」であり、様々な操作メニュー情報（１０２、１０３、１１３、１２１）が編
集対象データ上に表示されている。例えば、操作メニュー情報１２１は、△マークが向い
ている方向にビューを変化させることを表す操作メニューであり、特に、円の外側にある
マークは、円の内側にあるマークよりも、単位時間当たりに早くビューを変化させること
を意味している。
【００８６】
　図８の画面状態において、入力手段３０としてのマウス・キーボードを使ってポインタ
１を各操作メニュー情報（１０２、１０３、１１３、１２１）に指定し、所定の時間が経
過すると、操作情報４２において当該指定したメニュー情報に関連付いている命令が、処
理手段２０としてのＣＰＵにより実行されることになる。
【００８７】
　（４）　次に、処理手段２０としてのＣＰＵが、利用者によって先に押されていた入力
手段３０としてのマウス・キーボードにおける命令ボタンが離されたことによる終了動作
命令を、入力手段３０としてのマウス・キーボードから受信したか否かを判断する（Ｓ４
）。
【００８８】
　例えば、図５のような画面状態において、システム利用者が、先に押した入力手段３０
としてのマウス・キーボードにおける命令ボタンを押し続けたままで、入力手段３０とし
てのマウス・キーボードを使って出力手段１０としてのディスプレイの画面上に表示され
ているポインタ１の移動命令を行い、図６のような状態になったが、その後当該命令ボタ
ンを離した状態が該当する。この場合は、当該命令ボタンを離すことにより、入力手段３
０としてのマウス・キーボードが処理手段２０としてのＣＰＵに、終了動作命令を送信す
ることになる。
【００８９】
　（５）　そして、Ｓ４において終了動作命令を受信した場合は、処理手段２０としての
ＣＰＵは、先に出力手段１０としてのディスプレイに表示した操作メニュー情報の表示を
終了させ、本発明に係る処理も終了する（Ｓ５）。すなわち、図６のような状態で、シス
テム利用者が、先に押した入力手段３０としてのマウス・キーボードにおける命令ボタン
を離すと、図５の画面状態に戻るのである。これにより、出力手段１０としてのディスプ
レイに表示した操作メニュー情報の表示が速やかに解消されるため、利用者の「不要にな
った操作メニュー情報の表示を画面上から消したい」という意思がすぐに反映されること
になる。
【００９０】
　（６）　次に、処理手段２０としてのＣＰＵは、出力手段１０としてのディスプレイに
表示した操作メニュー情報が、入力手段３０としてのマウス・キーボードを介してポイン
タ１により指定されると、記憶手段４０としてＨＤＤから実行猶予時間の指標情報４４を
読み出して出力手段１０としてのディスプレイに表示する。そして、処理手段２０として
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のＣＰＵは、当該表示した操作メニュー情報がポインタ１により指定された状態で、記憶
手段４０としてＨＤＤに記憶されている実行猶予時間情報４３が表す実行猶予時間が経過
したか否かを判断する（Ｓ６）。
【００９１】
　例えば、図７のような画面状態で、システム利用者が、入力手段３０としてのマウス・
キーボードによるポインタ１の移動命令により、表示されている特定の操作メニュー情報
（図７では操作メニュー情報１０４）にポインタ１を指定する。これにより、処理手段２
０としてのＣＰＵは、記憶手段４０としてＨＤＤに記憶されている実行猶予時間の指標情
報４４を読み出して出力手段１０としてのディスプレイに表示する。
【００９２】
　処理手段２０としてのＣＰＵが、この実行猶予時間の指標情報４４のうち、「表示する
画像」を出力手段１０としてのディスプレイに表示した例が、図９の（ａ）、（ｂ）、（
ｃ）である。図３の実行猶予時間の指標情報４４における「実行猶予時間の残存時間」が
「５秒」の際に「表示する画像」が「画像Ａ」であり、図９の（ａ）が該当する。図３の
実行猶予時間の指標情報４４における「実行猶予時間の残存時間」が「３秒」の際に「表
示する画像」が「画像Ｂ」であり、図９の（ｂ）が該当する。図３の実行猶予時間の指標
情報４４における「実行猶予時間の残存時間」が「１秒」の際に「表示する画像」が「画
像Ｃ」であり、図９の（ｃ）が該当する。このように、実行猶予時間の指標情報４４のう
ち、「表示する画像」を出力手段１０としてのディスプレイに表示した画像３１１が、「
実行猶予時間の残存時間」と共に徐々に変化することによって、実際に命令が実行される
までの残存時間をシステム利用者が容易に理解することができる。
【００９３】
　処理手段２０としてのＣＰＵが、この図９の（ａ）、（ｂ）、（ｃ）のように実行猶予
時間の指標情報４４を出力手段１０としてのディスプレイに表示させる際には、記憶手段
４０としてＨＤＤに記憶されている実行猶予時間情報４３を読み出して利用する。すなわ
ち、処理手段２０としてのＣＰＵは、記憶手段４０としてＨＤＤに記憶されている実行猶
予時間情報４３が表す猶予時間を、システム内部が有する時間情報（システム日付情報）
の経過と共に減らしていく。これにより、処理手段２０としてのＣＰＵは、実行猶予時間
の指標情報４４の「実行猶予時間の残存時間」が表す所定の残存時間になると、該当する
実行猶予時間の指標情報４４の「表示する画像」を出力手段１０としてのディスプレイに
表示させるのである。
【００９４】
　そして、当該表示した操作メニュー情報がポインタ１により指定された状態が継続する
と、図９の（ａ）、（ｂ）、（ｃ）のように出力手段１０としてのディスプレイの画面表
示が変化していく。処理手段２０としてのＣＰＵは、当該表示した操作メニュー情報がポ
インタ１により指定された状態で、記憶手段４０としてＨＤＤに記憶されている実行猶予
時間情報４３が表す実行猶予時間が経過したか否かを判断する（Ｓ６）。Ｓ６において、
当該実行猶予時間が経過する前に、当該表示した操作メニュー情報がポインタ１により指
定されなくなった場合、すなわち、図７では、ポインタ１が操作メニュー情報１０４の表
示範囲を外れた場合、処理手段２０としてのＣＰＵは、Ｓ８における「操作メニュー情報
の表示を更新する」処理として、出力手段１０としてのディスプレイに表示させている実
行猶予時間の指標情報４４の表示を終了し、先のＳ４の終了動作命令の受信判断に戻る。
【００９５】
　（７）　Ｓ６において、処理手段２０としてのＣＰＵが、先に表示した操作メニュー情
報がポインタ１により指定された状態で、記憶手段４０としてＨＤＤに記憶されている実
行猶予時間情報４３が表す実行猶予時間が経過したと判断すると、当該ポインタ１により
指定された操作メニュー情報に関連付いている命令を、記憶手段４０としてＨＤＤから読
み出して実行する（Ｓ７）。
【００９６】
　例えば、図７のような画面状態で実行猶予時間情報４３が表す実行猶予時間が経過する
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と、処理手段２０としてのＣＰＵは、ポインタ１により指定されている操作メニュー情報
１０４に関連付いている命令を記憶手段４０としてＨＤＤに記憶されている操作情報４２
より特定し、読み出して実行する。操作メニュー情報１０４を例にすると、「ビューを下
方向に移動させる」という命令が実行されることになる。また、ポインタ１により操作メ
ニュー情報１０４が指定されている限り、一定の時間間隔で継続的に当該操作メニュー情
報１０４に関連付いている命令を実行し続けることになり、徐々にビューが下方向に動い
ていき、画面がスクロールしていくことになる。
【００９７】
　（８）　続いて、処理手段２０としてのＣＰＵは、Ｓ７での命令の実行により変化した
記憶手段４０としてのＨＤＤに記憶されているデータの状態（例えば、画面のビューの状
態）を特定し、当該特定したデータ状態を表すデータ状態情報４１に関連付いている操作
情報４２を特定し、当該特定した操作情報４２における操作メニュー情報を、記憶手段４
０としてのＨＤＤから読み出して出力手段１０としてのディスプレイに表示する（Ｓ８）
。
【００９８】
　例えば、図７のような画面状態において、ポインタ１により操作メニュー情報１１２が
指定された状態で実行猶予時間が経過し、ＨＤＤに記憶されている操作情報４２において
当該操作メニュー情報１１２に関連付いている「ビューを上方向に移動させる」という命
令が実行されると、図７のビューが変化することによるＨＤＤに記憶されているデータの
状態の変化が生じる。その結果、当該ビューの変化後の状態に応じたデータ状態情報４１
が特定され、当該特定した操作情報４２における操作メニュー情報を、記憶手段４０とし
てのＨＤＤから読み出して出力手段１０としてのディスプレイに表示されることにより、
図６のような画面状態に遷移する。
【００９９】
　図７の画面状態では、記憶手段４０としてのＨＤＤに記憶されている操作情報４２にお
いて、「上記以外のビュー状態」に関連付いている操作メニュー情報が表示されている。
これに対し、図７の画面状態からビューが上方向に移動したことにより、記憶手段４０と
してのＨＤＤに記憶されている操作情報４２において、「最上部のビューが表示」に関連
付いている操作メニュー情報が図６では表示されている。図７では、最上部のビューが表
示されていないため、ビューを上方向に移動させるための操作メニュー情報（１１１～１
１３）が画面上に表示されているのに対し、図６では、既に最上部のビューが表示されて
いるため、ビューを上方向に移動させるための操作メニュー情報（１１１～１１３）を表
示する必要はない。よって、図６では、ビューを上方向に移動させるための操作メニュー
情報（１１１～１１３）は、画面上に表示されていない。
【０１００】
　Ｓ８の処理が終わると、先のＳ４の終了動作命令の受信判断に戻る。そして、処理手段
２０としてのＣＰＵが、利用者によって先に押されていた入力手段３０としてのマウス・
キーボードにおける命令ボタンが離されたことによる終了動作命令を、入力手段３０とし
てのマウス・キーボードから受信するまで、本処理は続行することになる。
【０１０１】
　（９）　以上のように、本発明を利用すると、入力手段３０としてのマウス・キーボー
ドにおける命令ボタンが利用者によって押されてから、離されるまでの間に、ポインタ１
の位置を移動させる命令を受信すると、処理手段２０としてのＣＰＵは、画像データであ
る操作メニュー情報を出力手段１０としてのディスプレイに表示し、ポインタ１の指定に
より命令が実行される。特に、入力手段３０としてのマウス・キーボードにおける命令ボ
タンが利用者によって押されてから、離されるまでの間は、画像データである操作メニュ
ー情報をポインタ１によって指定し続けることにより、特定の命令を何回でも実行する、
という継続的な操作が可能になる。また、入力手段３０としてのマウス・キーボードにお
ける命令ボタンが利用者によって離されると、出力手段１０としてのディスプレイに表示
されていた操作メニュー情報の表示が終了する。
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【図面の簡単な説明】
【０１０２】
【図１】入力支援コンピュータシステムの全体構成図
【図２】記憶手段４０に記憶されているデータ状態情報４１と操作情報４２のデータ構造
図
【図３】記憶手段４０に記憶されている実行猶予時間の指標情報４４のデータ構造図
【図４】処理手段２０が行う入力支援処理のフロー図
【図５】編集対象データの内容を画面に表示した表示例の図
【図６】編集対象データの内容と操作メニュー情報を画面に表示した表示例の図１
【図７】編集対象データの内容と操作メニュー情報を画面に表示した表示例の図２
【図８】編集対象データの内容と操作メニュー情報を画面に表示した表示例の図３
【図９】編集対象データの内容と実行猶予時間の指標情報４４を画面に表示した表示例の
図
【符号の説明】
【０１０３】
　　１　　ポインタ
　　１０　出力手段（ディスプレイ）
　　２０　処理手段（ＣＰＵ）
　　３０　入力手段（マウス・キーボード）
　　４０　記憶手段（ＨＤＤ）
　　４１　データ状態情報
　　４２　操作情報
　　４３　実行猶予時間情報
　　４４　実行猶予時間の指標情報
　　４５　入力支援コンピュータプログラム
　　４６　ＯＳその他プログラム
　　５０　記憶手段（メモリ）
　　６０　バス
　１０１　操作メニュー情報
　１０２　操作メニュー情報
　１０３　操作メニュー情報
　１０４　操作メニュー情報
　１０５　操作メニュー情報
　１１１　操作メニュー情報
　１１２　操作メニュー情報
　１１３　操作メニュー情報
　１１４　操作メニュー情報
　１１５　操作メニュー情報
　１２１　操作メニュー情報
　３１１　実行猶予時間の指標情報４４のうち、「表示する画像」を画面に表示した例
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